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② インターネットを利用した学習支援
－ 学習活動における個別支援をインターネット上でおこなう －

栃木県立学悠館高等学校 教諭 松本一則

１ 本校におけるｅ－ラーニング

(1) ねらい

本校のｅ－ラーニングは、通信制課程において「学習活動における個別支援をインターネット上でおこな

う」ことを目的としており、実践的なねらいとして次の３つを上げている。

ア 自己学習力の育成（自学自習の支援）

イ 多様な学習形態の提供

ウ 科目・教科を超えて、レポートなどに関する情報を公開・交換し、学習指導の充実を図る。

(2) 背景

通信制においては、面接指導日の登校や報告課題の作成に困難を

抱える生徒が多いため、「報告課題作成 の支援を行うことで、学

習方法を身に付けさせたい」と考えている。また、年齢や通学距離

も様々であり、学習の継続を高め、学習意欲を高めるためには、個

別支援は重要であるとも言える。

その手段としてｅ－ラーニングを活用することで、分かりやすい

授業、生徒自身が自分のペースで学べる 学習形態を提供すること

が可能になると考えている。いつでも学習できる環境を提供するこ

とで、理解する まで繰り返し見ることができ、さらに予習にも復

習にも利用することができる。

(3) 通信教育とｅ－ラーニングの融合

通信教育は学校での学習（面接指導）と自宅での学習（報告課題）

が柱であるため、学校と自宅を結ぶ遠隔指導が必要となる。

ｅ－ラーニングもインターネットの利用を考えた場合、遠隔的な活 通信 融 ｅ－

用が可能である。 教育 合 ﾗｰﾆﾝｸﾞ

この遠隔にある学校と自宅を結ぶことを考えた場合に、通信教育と 部

ｅ－ラーニングには共通する部分も多く存在するため、融合すること

で個別支援が容易に行える環境を整えられると思われる。

(4) ｅ－ラーニングで実践しているもの

現在、次のものをｅ－ラーニングとして実践している。

ア．全教科の年間学習予定表の公開（面接指導と報告課題の年間予定表）

イ．全教科の報告課題の提供（ダウンロード可）

ウ．一部科目の報告課題の解説（学習の方法や解法のヒント）

エ．一部科目の動画教材（面接指導に関する支援教材）

オ．リンク集（有効なホームページへのリンク）

なお、ホームページには学習者のみがログインできるよう、ＩＤを割り振っている。



２ 本校のｅ－ラーニングに対する考え方

通信制ではｅ－ラーニングに対して次のような姿勢で臨んでいる。

生徒に対しては、

①報告課題の合格などのように課題をクリアできれば、利用しなくてもよい。

②メディアだけを頼らず、あくまで教師と生徒の関係を大切にしたい。そのため、登校して学習する機会

を重視し、ｅ－ラーニングを出席としてカウントするのは好ましくない。

③学習の形態として紙教材（教科書など）だけで分かればそれでよく、メディア教材を利用してさらに理

解を深めることができれば利用してほしい。レポートを紙でやりとりして添削を加えるという手書きの

暖かさも大切にしたい。

教員側としては、

①ホームページで利用できる機能でどのような授業・学習形態を提供できるかに力点を置きたい。技術的

に難しいことに苦心するのではなく、生徒にとっての学習効果を重視したい。

②コンテンツ作成に対する負担は、今あるものから、または今あるものをベースに作成するとすれば、心

理的コストも少ないもので済む。コンテンツ作成は、最初の作成に手間はかかるが、作成してしまえば

訂正を加えていくだけで済む。

③最大のメリットは、レポートなどに関する科目担当者が持つ情報を、広く他の担当者と共有することで

充実した学習指導が展開できる。

全科目で足並みをそろえ、コンテンツを充実させているという取り組みを行っている。

３ ｅ－ラーニングの学習のなかでの位置づけ

従来からの添削指導や面接指導は、今でも学習指導の

柱であり、計画的・体系的に実施するカリキュラムその

ものである。よって評価もするが、「学習支援」を従前

り充実させたいと考えていた。私たちが実施している「

学習支援」としては、個別の電話による相談や、毎月２

回程度学校でおこなうレポート作成支援日（学習相談日

）、併修制度の活用や高卒程度認定試験などに関する単

位修得のための支援、そしてｅ－ラーニングがある。こ

れらは計画的・体系的におこなうというよりは、生徒の

生活・学習状況に応じて随時・適宜おこなうものであり

評価の対象とはしない。ｅ－ラーニングには、右図のよ

うに、①報告課題の作成を支援する教材（レポート・レ

ポートの解説）と、②面接指導に関わる支援教材（動画）があり、「添削による指導」と「登校による指導

」に加えて、このｅ－ラーニングが生徒の学習活動を支援すると考えている。ここからレポートの作成や登

校に困難を持つ生徒へ、個別的に支援をしていこうと考えている。

４ 取り組み

(1) 経過

① 新設校として開校したため、ｅ－ラーニングとしての情報がほとんどない状況であり、開講初年

度の平成１７年度は情報収集と活動計画に費やした。

② ２年目の平成１８年度に、公開可能なもの、提供可能なものから実践が始まった。

学習予定表や報告課題の公開は全科目で実践でき、半数を超える科目での報告課題解説の公開が行

えた。動画教材では主要教科のいくつかで教材提供が行えた。

③ 平成１９年度の３年目を迎えて、教材の充実を目指している。



(2) 組織

学習活動の一部であり、生徒の個別支援を目指す意

味合いから、通信制に関わる全教員で取り組 むこと

となり、学習部と情報部が役割を分担して 推進して

いる。

主に学習部が支援方法の計画を立案し、実践するた

めの技術的支援や開発支援を情報部が行っている。

(3) 生徒への活用促進

平成１８年度に実践が始まってから、生徒の活用を促進するためと周知徹底を図るために、面接指導日

の時間内で「ｅ－ラーニング説明講習会」を開いてきた。生徒全員を対象とし、ＩＤの使い方から公開さ

れた教材の使用法までを説明する機会とした。

さらに、各科目でも面接指導の機会に活用を呼びかけたり、実際に指導場面で利用することで、生徒の

意識を高める工夫をしている。

５ 使用法の画面

学習支援メニュー画面

昨年度の報告課題
を見ることができ
ます。（①へ）

学習に役立つ映像
教材です。先生が
作成しています。
（④へ）

本年度の報告課題
と学習のための解
説が見られます。
（②へ）

面接指導日の時間
割を見ることがで
きます。（③へ）



①「昨年度報告課題集」

昨年度に作成され、学習に使用された「報告課題」を全科目で見られます。

②本年度の「学習予定表」「報告課題」「報告課題の解説」

③「面接指導日の時間割」



④「映像コンテンツ」

報告課題作成・面接指導復習などに役立つ映像教材です。

（Ｂｒｅｅｚｅというソフトを使用しています。）

成果６

「学習支援」という目的から、学習効果としての結果が数値で表されてはいない。ホームページ内のカウ

ントからかなりの生徒が活用していることは確認できるが、学習成績への反映や単位修得率向上への影響な

どは推察するしかない。また、活用に関するアンケート等の調査も今後行う予定であり、現在のところ生徒

の活用意識等の調査は進んでいない状況である。

そんな中で、実際に活用している生徒への聞き取り調査を行うと、「復習や予習を進めやすくなった」「

反復して学習できるようになった」「自学自習がやりやすくなった」などという意見が聞かれるようになり

、教材の提供が遅れると、生徒から提供を促されるなどの効果は出てきている。

今後、詳しい調査を行うことで、より実態に即した教材の提供が行えると思われる。

７ 課題

学悠館高校としてどのようにｅ－ラーニングを進めてゆくのか考察し、教材をどのように作成してゆくの

かの研究が優先していたため、必ずしも教材が充実している状況ではない。また、報告課題の公開などは随

時行わなければならないため、ホームページ内の更新の手間などが課題として上がってくる。

さらに、生徒の多様化の中で、登校が困難な生徒への対応や課題作成が困難である生徒へ、より充実した

対応の必要性が考えられる。面接指導出席の代替措置や、報告課題の電子媒体の送信法などは、これからの

課題として考えてゆかなくてはならない課題である。

より生徒の現状に合わせられるｅ－ラーニングを考えてゆかなくてはならいであろう。


